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有限会社　　森田清掃
代表取締役　森田　明

環境保全関係責任者　森田　智子

本社　　　　：〠：851-0407　長崎県長崎市川原町312番地
宮崎事業所　：〠：851-0408　長崎県長崎市宮崎町795-5
TEL：095-892-2350　FAX：095-892-2300

Eメール：xhjsg136@yahoo.co.jp

創立年月日：1973年９月２日
資本金　　：300万円

　　　　　　　　

一般廃棄物の収集及び運搬
長崎市より一般廃棄物受託業務

年度は４月～翌年３月とします。

活動規模 単位 2020年度 2021年度 2022年度

廃棄物運搬量 ｔon 2,414 2,323 2,281

従業員数 人 8 10 10

事務所・倉庫
延べ床面積

㎡ 232 232 232

土地面積 ㎡ 685 685 685

積み替え・保管の施設は有しない

保有車両 2tパッカー車 3tパッカー車 2tダンプ 軽トラック

台数 1台 4台 1台 2台

8）認証・登録の対象範囲（当社は全組織、全活動を対象範囲としています。）
登録組織名：有限会社森田清掃　本社、宮崎事業所
活　　　動：一般廃棄物収集運搬委託事業

長崎市一般廃棄物収集運搬業許可証
許可番号：長崎市　第245号
許可年月日：平成24年12月5日
有効年月日：令和6年12月4日
事業区分　：収集運搬業(積み替え、保管行為を含まない)

　　

長崎市受託以外の廃棄物は取り扱っておりません。

11）廃棄物受託先

7） 施設の状況

5）事業の内容

9）許可の内容

10）環境経営レポートの対象期間
　　　2022年4月1日～2023年3月31日

6）事業の規模

4）法人創立年月日及び資本金

2）環境に関わる責任者

3）所在地及び電話番号

１、組織の概要
1)      事業所名及び代表者名
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収集・運搬 運搬先

月・火 西工場

(パッカー車）

木・金 東工場

(パッカー車）

(パッカー車）

(パッカー車）

(パッカー車）

（ダンプ又は軽トラ）

西工場
（可燃粗
大）

（ダンプ又は軽トラ）

三京クリー
ンランド
（不燃粗
大）

収集日

可燃ごみ

不燃ごみ

プラスチック

資源物

古紙

粗大ごみ

12）　廃棄物処理フロー

一般廃棄物

不燃ごみ

資源物

古　紙

小江
再生セン
ター

古紙リサイ
クル回収機

構

三京クリー
ンランド

容器包装プラ
スチック

月曜・火曜

随時

粗大ごみ

可燃ごみ

月曜日・火曜日・木曜日・金曜日

水曜・木曜

水曜・木曜

水曜・木曜
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 2020年4月10日改定

有限会社　森田清掃

代表取締役　森田　明

　有限会社森田清掃は、事業活動を行う上で環境の保全を経営の重要課題のひとつとして認
識し、当社の事業活動が環境に与える環境負荷を把握し、地球環境及び地域環境に配慮し
た、自主的かつ積極的に持続可能な社会の構築に貢献します。

　また、当社は、事業活動を通じて、地域の環境美化の保全及び向上に努め、良き企業市民
として、地域住民から信頼される企業になれるよう積極的に活動します。

この実現のため、以下の環境経営方針を定め、その方針に基づいて社員一丸となって環境の
保全及び継続的改善に努めます。

事業活動における電力・紙・水等の資源、石油等化石エネルギーの使用量の節減等、環境
負荷の低減に努めます。

事業所から出る廃棄物を最小限にする努力をし、廃棄物については徹底的に分別すること
によりリサイクルを進めていく。

事務用品については100％エコマーク商品の使用を基本としグリーン購入を徹底する。
作業服については、できるだけエコマーク商品とする。

環境保全に関する目的・目標を設定し、取組結果を点検・評価することにより、さらに継
続的な環境改善につなげていきます。

（8）情報提供と地域の環境活動・施策への協力

以上、環境経営方針書については全ての従業員に対し周知し徹底を図る。

環境経営活動レポートを公表するなど、社内外に対して環境に関する情報の提供を行うと
共に地域社会の一員として地域の環境活動並びに青少年育成活動に自主的に参加協力しま

（6）環境関連法規の遵守

環境関連の諸法規及び条例等を遵守します。

（7）継続的環境改善の実施

又、社周辺の道路及び川の清掃や草刈りを定期的に行います。

❋アイドリングストップ及び収集ルートの効率化、また各個人の運転技術の向上を図
ることにより総燃料量の消費を減らしCO2の排出を削減します。

・電力量の削減

（5）事業活動に伴う環境配慮

❋事業用車両の更新時には積極的に低公害車を導入する。
❋適正な車両整備による排気ガスや騒音レベルの低減。

❋事務所内での徹底した節電の意識を持ってCO2の排出削減を図ります。

（3）廃棄物の削減・分別・処理、リサイクル活動の推進

（4）グリーン購入の推進

・エコドライブ等による燃料の削減

2, 環境経営方針
（1）省資源・省エネルギー活動の推進

２.　環境経営方針

1, 基本理念

（2）省エネ活動によるCO2削減の推進
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  　　　　　 役割、責任、権限

ア、代表者（代表取締役）
 ①環境経営方針を決定する。
 ②環境経営目標及び環境経営計画を承認する。
 ③環境保全関係責任者を任命する。
 ④エコアクション21環境経営システムを実施するために、各自の役割、責任及び権限を定め、全員に
　  周知する。
 ⑤エコアクション21を適切に実行するため、必要な教育・訓練を実施する。
 ⑥環境上の緊急事態を想定し、その対応策を定め、定期的な訓練を実施する
 ⑦環境経営システムの構築及び運用、環境経営目標及び環境経営計画の実施に必要な資源（人的・物的・
　　 財務的資源）を用意する。
 ⑧毎年3月に環境経営システム及び環境経営方針の見直しを行う。

イ、環境保全関係責任者
 ①環境経営システムに関する記録を管理・保存する。
 ②環境負荷と環境への取組状況の取りまとめを行う。
 ③環境関連法規、条例及びその他の規制を整理し、取りまとめる。
 ④環境経営目標及び環境経営計画を策定する。
 ⑤外部からの環境に関する苦情や要望を受け、必要な対応を行う。
 ⑥環境経営目標の達成状況，環境経営計画の実施状況、環境関連法規等の遵守状況を定期的に確認・
    評価する。
 ⑦環境経営目標の達成及び，環境経営計画の実施状況に問題がある場合は、是正措置を行い、必要に
 　応じて予防措置を実施する。
 ⑧全社の教育・訓練を実施する

 ①環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
 ②自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
 ③自社に関連する法規制等を順守する
 ④自社に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
 ⑤環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

ウ,担当者、従業員

3， エコアクション21実施体制

代表取締役
森田 明

環境保全関係
責任者 森田 智子

省資源担当

（エコドライブ推
進）

省エネルギー担当

（電力消費量削
減）

         

廃棄物・リサ担当

廃棄物削減リサイ
クル活動推進

節水活動担当

（節水活動の維
持）
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4,　過去の環境への負荷の推移

当社の過去の環境への負荷は次のとおりです。

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度

総CO2排出量 kg-CO2 52,271 50,535 50,793

対2009年度比

(58,813kg-CO２)
kg-CO２ 88.9% 85.9% 86.4%

購入電力＊ kg-CO2 2,778 2,376 2,209

灯　油 kg-CO2 0 0 0

事務所内の

CO2排出量

自動車用ガソリン kg-CO２ 3,503 3,640 3,249

自動車用軽油 kg-CO２ 45,990 44,519 45,335

自動車燃料の

CO2排出量

※購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力、2017年度調整後排出係数　0.463kg-CO2/ｋＷｈを使用。

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度

購入電力 ｋＷｈ 5,999 5,132 4,772

灯　油 ℓ 0 0 0

軽油消費量 ℓ 17,826 17,256 17,572

ガソリン消費量 ℓ 1,510 1,569 1,400

自動車用燃料 合計 ℓ 19,336 18,825 18,972

運搬量当り自動車燃
料消費量

ℓ/ｔｏｎ 8.01 8.10 8.32

1台当り（8台） ℓ/台 2,417 2,353 2,372

水使用量 ㎥ 49 42 33

従業員当り(10人) ㎥/人 6.1 5.3 3.3

一般廃棄物排出量
(総量）

kg 154 116 119

従業員当り(10人) ｋg/人 19.2 14.5 11.9

紙使用量 kg 51.8 33 33

従業員当り(10人) ｋg/人 6.475 4.125 3.3

備考：当社は化学物質の使用はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度は４月～翌年３月とします。

48,159 48,584

kg-CO2 2,376 2,209

kg-CO２

2,778

49,493

事務所の
環境負荷

自動車
用燃料
消費量

その他
の指数

全社

自動車

事務所

5



5, 環境経営目標（2022年度～2024年度）
第5期1期（3ヵ年)環境経営目標及び単年度目標を次のように設定しています。

1)省エネルギー活動

単位
基準値(2021年

度）
2022年度
（△１％）

2023年度
（△2％）

2024年度
（△3％）

kg-CO２ 50,173 49,671 49,169 48,667

電力使用量 ｋWｈ 5,140 5,089 5,037 4,986

①電力CO2排出量＊ kg-CO２ 1,999 1,979 1,959 1,939

灯油使用量 ℓ 0 0 0 0

②灯油のCO2排出量 kg-CO２ 0 0 0 0

①②の合計CO2排出
量

kg-CO２ 1,999 1,979 1,959 1,939

0.389 kg-CO₂/kＷhを使用。

2)エコドライブ活動

単位
基準値(2021年

度）
2022年度
（△１％）

2023年度
（△2％）

2024年度
（△3％）

ℓ 17,260 17,087 16,915 16,742

ℓ 1,570 1,554 1,539 1,523

kg-CO2 48,173 47,691 47,210 46,728

ｋm/ℓ 5.6 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

単位
基準値(2021年

度）
2022年度
（△１％）

2023年度
（△2％）

2024年度
（△3％）

㎥ 42 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

4)一般廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

単位
基準値(2021年

度）
2022年度
（△１％）

2023年度
（△2％）

2024年度
（△3％）

㎏ 120 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

％ 62 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

2022年度 2023年度 2024年度

購入時には必ず再
生品の購入

購入時には必ず再
生品の購入

購入時には必ず
再生品の購入

3品目 3品目 3品目

2022年度 2023年度 2024年度

8回 8回 8回

一般廃棄物排出量（総量）

リサイクル率

6）事業活動にともなう環境配慮

5)　グリーン購入比率の向上

項　　目

二酸化炭素排出量

3）節水活動の維持

事務用品（再生紙・ボールペン・ファイル）

軽油消費量

ガソリン消費量

1ℓ当り走行距離(軽油車両）

項　　目

上水使用量

項目

環境配慮商品項目

作業服（ペットボトル再生）

備考：当社は化学物質の使用はありません。

　　　地域自治体の活動及び育成会活動に社員の積極的活動を支援する。

❋事業用車両を新規に購入するときは、環境に配慮した低公害車を導入する。
❋適正な車両整備による排気ガスや騒音レベルの低減

7）地域の環境活動（自治会活動等）への積極的な参加

項　　　目

自治会活動への参加（海浜清掃等）

※九州電力2021年度調整後排出係数

全社二酸化炭素排出量

事務所の
環境負荷

項　　目

基準値は2021年度実績としています。   削減率△％は基準年度比とします。
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取組項目
目標達成
年度

取組内容 担当者 責任者

①  昼休み、不在時の照明の消灯の励行。

②  未使用時のパソコンの電源をoffにする。

③ 室内空調は,夏季は26~28℃に.冬季は20℃に設定す
る
④ コピー・パソコン・プリンター等のOA機器については
不使用時にはコンセントを抜く。
⑤ 日射の室内への導入や通風の取込み等自然のエネル
ギーを使う。

⑥定期的な機器の点検整備

①  効率的な収集ルートの設定。

②   社用車の効率的な運転の推進。

③   アイドリングストップの励行。

④   定期的な車両整備の励行。

⑤   走行距離と供給燃料量を記録する。

①  水道の蛇口を調整して必要以上に使いすぎない。

②   流しっぱなしにしない。

③   洗濯機の使用を当番制にして節水する。

④   洗車の時はバケツのため水の使用。

①   紙使用量削減による廃棄物量の削減。

・両面コピーの徹底。

・裏紙使用の徹底

・ミス紙の裏面活用

・使用済み封筒の再利用

②   ごみの徹底分別によるリサイクルの推進。

③　不要なものを持ち込まない。

①   再生ペット繊維作業服の購入の継続。

②   エコマーク事務用品の購入品目の拡大

③  プリンターインクカートリッジの再生品をできるだ
け使用する。

①低公害事業用車両等の資料を定期的に取り寄せる。

②資料により車両各社の比較をし購入時には、より低
公害のものを選ぶ。

③適正な車両整備による排気ガスや騒音レベルの低減

①  自治会の年間計画等をカレンダーに印を付けてお
く。

②   自治会の看板を定期的に確認する。

③   自治会回覧板を確認する。

3,節水活動の維
持

節
水
活
動
担
当

6, 環境経営計画（2022年度～2024年度）

環境経営目標の取組内容と責任者

環
境
保
全
関
係
責
任
者
　
森
田
智
子

2
0
2
2
年
度

5,グリーン購入
の推進

環
境
保
全
担

当

7,自治会活動へ
の参加

代
表
者

1,電力消費量削
減（灯油削減含

む）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

担
当

2,エコドライブ
の推進

省
資
源
担
当

6,事業活動に伴
う環境配慮

代
表
者

4,一般廃棄物の
削減・リサイク
ル活動の推進

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
担
当
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7,　環境経営目標の実績とその評価
今年度の目標対実績は以下の通りです。 2022年度（2022,.4～2023.3)

1）　省エネルギー活動 取組の評価　　100％以上＝○　　90％以上～100％未満＝△　　90％未満＝×
増減

（B－A）
全社二酸化炭素排出

量
kg-CO２ 50,173 49,671 50,793 1,122 97.8 △

電力消費量 kWｈ 5,140 5,089 4,772 ▲ 317

①電力CO2排出量＊ kg-CO２ 2,380 2,356 2,209 ▲ 147

灯油消費量 ℓ 0 0 0 0

②灯油CO2排出量 kg-CO２ 0 0 0 0
①②の合計CO2排出

量
kg-CO２ 2,380 2,356 2,209 ▲ 147

　　　　　　　＊九州電力　2021年度調整後排出係数 0.463 kg-CO２ /kＷｈを適用しています

2）　エコドライブ活動

増減

（B－A）

軽油消費量 ℓ 17,256 17,340 17,572 232 98.7 △

ガソリン消費量 ℓ 1,569 1,601 1,400 ▲ 201 114.4 ○

二酸化炭素排出量 kg-CO２ 48,161 48,450 48,584 134 99.7 △

1ℓ当り走行距離(軽油車
両）

km/ℓ 5.6 5.6 6.2 0.6 109.8 〇

3） 節水活動

増減

（B－A）

上水使用量 ㎥ 49 49 33 ▲ 16 148.5 〇

4）一般 廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

増減

（B－A）

一般廃棄物排出量(総量) kg 164 159 119 ▲ 40.0 133.6 〇

リサイクル率 ％ 62.2 62.2 53.3 ▲ 8.9 85.7 △

5） グリーン購入比率の向上

増減

（B－A）

作業服 着
購入時には再
生品を購入

購入時には再
生品を購入 ━ ━ ━ ━

事務用品 品目 3 3 3 3 100.0 ○

6） 事業活動に伴う環境配慮

7） 地域の環境活動（清掃活動等）への積極参加

増減

（B－A）

自治会活動等の参加 回 8 8 8 0 100.0 〇

単位
目標値

A

2022年実績
B

取組の評
価

達成率％
（A/B）

＊1ℓ当り走行距離の達成率は （B/A）とします。

取組の評
価

達成率％
（A/B）

取組の評
価

目標値
A

2022年実績
B

取組の評
価

目標値
A

2022年実績
B

2022年実績
B

達成率％
（A/B）

項目 単位
目標値

A

達成率％
（A/B）

車両を新規に購入するときは、環境に配慮した低公害車を導入する

基準値項目

取組の評価

購入し環境に配慮した車を購入した

適正な車両整備を行っている適正な車両整備による排気ガスや騒音レベルの低減

取組の評
価

2022年実績
B

達成率％
（A/B）

項　　目

基準値

項目 単位 基準値

基準値

項目

項目

基準値
21年度実績

単位

項目 単位

基準値 基準値
目標値

A

取組の評
価

－ ○

目標値
A（-1％）

2022年実績
B

○106.6

達成率％
（A/B）
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８. 環境経営計画の取組み結果と評価及び次年度の取り組み

環境経営計画の実績・取組結果とその評価はつぎのとおりです。

1） 省エネルギー活動

2） エコドライブ活動

3） 節水活動

4） 廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

5） グリーン購入

　グリーン購入については、充分に取り組み結果が出ている。

6） 事業活動に伴う環境配慮

7） 地域の環境活動への積極参加

　自治会への海岸清掃参加は今回、自治会の役員が回ってきたので全回参加できた。

今後もすべてに参加できるようにする。

今後もグリーン購入を継続して推進していく。

今年度は、軽油の消費量が前年度に比較して３００ℓ程増加している。ごみの収集量は
４２トン減少し塵芥車の走行距離は１7００ｋｍ短くなったが、収集場所の掃除をしたり、
パッカー車の火災防止の為、不燃ごみの袋からスプレー缶やライターを分別したりとエ
ンジンを掛けたままでの作業で消費量が増えたのではないかと考えられる。依然と車
両の整備と無線を使っての相互の作業確認はできているので来期は、分別作業の効
率よくやることによって改善していきたい。

　２１年度まで事務所２階の部屋を地域のカラオケ同好会に貸していたため旧式のエア
コンを使用していたが同好会が解散したことによりエアコンを使用しなくなった事と、コ
ロナのため一か所に集まることをなくした事により削減できた。　　また、社員の意識は
変わらずに削減に意欲的に取り組んでいる。

節水活動については、作業終了後処分場において洗車後外装については本社の井
戸水で流して、宮﨑事業所にて拭き上げるというようにしているので上水の使用は極力
抑えられている。今年度も、その成果が現れている。

21年度と同じように、今年度も持ち込まないことを重点的に取り組んでみました。特に
マイボトルの使用ということに気を付けた一年でした。その結果17ｋｇ減らすことができま
したが、可燃ごみの量が増えてしまいました。今年度、敷地内の除草などをこまめにし
たことによるもので全体としてはきれいになった結果というものでした。

車両の整備等は確実になされている。
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法令の名称 条文 法令等の遵守すべき内容 違反の有無

第47・48・49条 道路運送車両の点検及び整備
無

第57条 過積載
無

第2条の四 国民の責務
無

第3条 事業者の責務
無

第6条 一般廃棄物処理業の許可
無

第6条の二 一般廃棄物収集運搬の委託基準
無

第7条 一般廃棄物処理業の許可
無

第7条2 許可の更新
無

第11条 事業者の処理
無

簡易点検及び記録
の保存

業務用エアコン等:3か月に1回以上点
検、記録の保管（7.5KW以上の該当機
器なし）

無

フロン漏洩の処置 漏洩発見時、適切な専門業者に機器の
修理、フロン類充填のいらい、記録の
保管

漏洩無

第8条4項 環境への負荷の低減
無

第16条 資源の循環利用・廃棄物の減量
無

第3条 基本理念
無

第5条 事業者の責務
無

第20条 事業者の環境管理に関する取組の促進
無

長崎市廃棄物の減量
及び適正処理に関す
る規則

第17条 一般廃棄物収集運搬の許可
無

2023年4月19日

環境保全関係責任者

　森　田　智　子　　　

９、環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、
                                                                           訴訟などの有無
１）対象となる主な環境関連法法令リスト

道路運送車両法

長崎市環境基本条例

改正フロン排出抑制
法　第16条（業務用
エア　　　コン）

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

2）違反・訴訟等

　上記の法令リストの遵守事項について最新の情報にて確認した結果違反はありませんでした。
　また、関係当局による違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間受けておりません。

長崎県環境基本条例
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10,　代表者による全体の評価と見直し・指示

◇ 今年度の取り組みで、電力の消費量についてはカラオケ同好会の解散等で
削減できたところはあるが当然、全従業員が取り組んでいる無駄な時間で
の電灯やエアコンの使用による電力消費はなくなってきている。
また、上水の使用も井戸水の利用等は新入社員も入ったが十分に浸透して
いる。
今回排出量が増えた廃棄物排出量については事務所周辺の草取りなどをこ
まめに行った結果少し多くなってしまった。
今年度も、全従業員が気持ちを込めて一年間頑張ったので良い結果がでた
と思います。
これからもずっと続けていくよう指示した。

代表取締役　　　　森田　　明

2023年4月21日

有限会社　　　　　　森田清掃
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